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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨
　　　　　（1）創始期
　　　　　我国獣医学の創めは明かでなく，只，神話伝説によってのみ，その一端を知るのである。そこに神話の値
　　　　、うちがあると云える。そして私は系統的に日本獣医学史を作りあげ，この学問の基礎ずけを行なうこととし
　　　　た。先ず始めて獣医治療術を手がけたのは，神話伝説の中に出てくる大国主命（おおくにぬしのみこと）に
　　　　ょるもので，兎が皮をはがれ鳴いているのを治療したわけである。そして，大国主命は更に少彦名命（すく
　　　　なひこなのみこと）と力をあわせて日本の畜産のために獣畜の健康と病気治療に尽したのである。勿論人々
　　　　の生存や家畜，農業のために色々計画し，その発展を図ったので，人畜の治療はその一部分に過ぎないわけ
　　　　であった。
　　　　　この頃から治療薬として草根木皮37種が開発され，人の治療のみならず獣医術の実施に役早うたもので
　　　　．下る・
　　　　ち（2）太子流の始め
　　　　・・第33代推古天皇の頃（西歴i595年）に高麗（こま）の僧臥房が入国し，聖徳太子（賊勢皇子（うまやど
　　　　のおうじ）並に橘胃壁（たちばなえのすけ）が恵慈について療馬の法を学んだ。即ち太子（たいし）と，太
　　　　子の命令による橘の両人が今の朝鮮から来た僧によって馬医術を学んだもので，この術は太子流として後世
　　　　に伝えられた。
　　　　　当時は三韓を朝鮮と呼び高麗はその一部である。そして，ここから医，獣医の術や馬匹が輸入されたけれ
　　　　ども，その元は今の中華人民共和国即ち中国大陸にあったので，中国の学問が韓国を経て日本に入ったもの
　　　　と見てよい。
　灘　　　く3）大宝律令と獣医の制度
　　　　　第38代天智天皇の時代（西歴667年）に律令12巻を発布した。
　　　　　文武天皇の大宝2年（回歴701年）にこの法令を完成して大宝律令（たいほうりつりょう）と称した。そ
　　　　の従8位の部に馬医師があり，一つの官等が与えられた。その第23篇が厩牧令で病馬のこと，馬薬療病の
　　　　ことが定められていた。又，元正天皇の頃（719年）に左右馬療の馬医が笏（しゃく）を持つことが記され
　　　　ズいる。
　　　　　・（4）中国大陸からの獣医術輸入
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書物を著したが，これは春集，夏帯，秋集，冬集に区分され，その中には癌痛，破傷風，個晴虫などの治療＝
法が書かれてある。
　これらの本を始め種々の獣医書が日本に輸入され，日本獣医術の進歩に貢献したので，それらの書物の内
容も小弓に記述した。
　桓武天皇の頃（西歴804年）肥後の人，硯山左近将監（すずりやま・さごんしょうげん）平仲国（たい
ら・なかくに）は中国大陸に入り大延（だいえん）なる獣医について馬療の術を受けて帰国し，その子安国
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘亀山天皇の文永4年（西歴1267年）に西阿（せいあ）から七郎兵衛忠泰に嘱医絵巻」なる絵巻物を与
えた・馬医の宝物・いうべきもので・欝・伝（くでん）・胃腔馬医肖像など書繍・弟子に相伝えた P灘
も搬譜伝書　うものであろう．　　　　羅
　前述平仲国（たいら・なかくに）から18代の心海入道政近（桑島政近と通称）は，自らの姓を藤原（ふ　臓響
じわ・）・改め，当時搬馬医であ。た・㍉姓撫とも云…の名を以て細流派・定め涕子・・”
卿iの腱嗣（だてもじ）の桑島（新右衛門尉）禰は，磯町（繍ぎまち）天皇の頃（醒・557欝
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　（10）大坪流
　中御門（なかみかど）天皇の享保2年（西歴1717年）に大坪流の「武馬必用」が著された。本書は木版
で5冊からなる立派な本であり，その第5巻医馬の中に獣医の名が始めて出ている。それまでは呪医，馬医
師と云ったものである。源義家（みなもとのよしいえ）が馬を医する書を作るに際し厩戸の皇子（うまやど
のおうじ）即ち前に述べた聖徳太子著述の「医綱本記」を本としたそうで，義家瓜馬医の術を究めたことも
うかがえるし，大坪流が太子流を元としたことも知られるのである。
　（11）　「良薬馬療弁解」
　上記の書物はポケット判の獣医書と云うべく，良く出廻っている古書である。享保17年即ち第114代中御
門天皇の頃（西門1705年）に出版され洛隠士（らくいんし），似山子（じざんし）の編集するところである。
　（12）　犬医師の職制
　霊元，延宝の頃，即ち5代将軍徳川綱吉の時代（西尾1680～1687年）には東京（当時は江戸）四ツ谷に
病馬厩を設けたり，同じく中野に犬収容所を作ったりしたが，この時犬医師なる職制が出来た。勿論馬医の
如く中国の流れをくむ術に終始したとは云い，相当の研究を積み秘伝を授って医術を施したわけだが，この
犬医師に至っては何等の研究もないものが明日直ちに犬医師となることも出来た。5代将軍の生物あわれみ
の思想から当時重要視された一時代的職業であって長くは続かなかった。しかし当時は犬を殺したものは極
1刑に処せられたし，今川平助のような有名な：犬医者が出た。
　綱吉（つなよし）将軍の死後，不用犬は殺され，犬医師も職を失ったが，数年後狂犬病が多発し多くの人
が害を受けた。但し，その時は犬数も少く爆発的大被害を受けずに済んだ。
　（13）　ナランダ町医入国
　享保10年（西歴1725年）以後にナランダから馬28頭を輸入，馬術，馬医の法も入ってきた。この時に
獣医ケイラスが長崎に渡来したが，これは徳川幕府が招聰したもので，亭保11年には江戸（今の東京）に
出て，今村市兵衛，吉雄忠次郎が附添い，ケィスル（ケィズルリングが本名）の云うところを書きとり，又・
洋書を訳して「オランダ馬養書」を著すことになった。これによって中国流の馬医術は，一変して西洋獣医
学を取入れることになったのである。
　（14）島津義弘馬医術を学ぶ
　薩摩の藩主で馬医術を研究したものに島津義弘がある。彼はその技術を部下の彦左衛門に授け且つ三稜針
＝を与えたと云う。
　（15）諸国に発生した獣疫
　明正天皇の寛永18年（西歴1629年）以来から100余年に発生した家畜伝染病は，寛永18年に諸国に牛
：疫（Rinder　pestか否かは不明）中御門天皇の頃に同じく牛疫，天保7，8年に広島に炭疽．弘化4年に鶏
痘が相模（神奈川県）に，天保年間山口に牛の気腫疽が発生し，同じく馬の皮疽病（真のGlanders　and
；Farcyではないと思うが）が多発した。
　（16）解馬書の出現と菊地宗太夫
　孝明天皇の嘉永4年（回歴1851年）に東水（とうすい）菊地宗太夫（藤原武樹）が解馬新書を著した。
これが日本における獣医解剖学の始めである。従来の相伝になる解剖図は原始的か或は想像図に過ぎなかっ
たが，菊地によって，写生画と具体的説明が附されたことは真に画期的と云うべきである。彼れは晩年ナラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一31一
轟諜灘＿＿＿、＿＿蹴＿＿試験灘
舅照齢＿（＿，）～万＿＿＿＿磯
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島医生と云った。これが将来東京帝国大学農学部実科獣医科となり，更に今日の東京農工大学獣医学科に発
展二夢ヤン。＿　　　　　　　雛
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　（23）　小石川私立獣医学校開学
　明治14年（1881年）に陸軍馬医の小沢温吉（おざわ・おんきち）は同じく柳沢銀蔵と計り，東京の小石
Jll護国寺境内において，その別院（伝通院）を借用することとし，小石川私立獣医学校を開設した。この時
以後同20年（1887年）に亘り国内各地に獣医学校，獣医講習所が開かれた。
　（24）　中央獣医団体の出現
　明治14年（1881年）に駒場農学校内に共立獣医会が出来，獣医会報を発行した。これが我国最初の獣医
団体であった。同獣医会の中絶して後，明治18年（1885年）に大日本獣医会が出来，会誌を発行した。同
20年（1887年）これを中央獣医会と改称したが，その後同会は50年の歴史を持って，後に日本獣医学会と
合併して今日に至る。
　（25）獣医免許規則の発令
　明治11年（1878年）熊本県では獣医開業取締り並に試験規則を公布したが，同18年（1885年）に政府
は太政官（だじょうかん）布告をもって獣医免許規則を公布した。これは獣医となるには獣医学術の試験を
受け農商務卿（のうしょうむきょう）から開業免状を得べきものであることを法定したのである。同19年
（1886年）の全国獣医数は410人，仮免状所有者を合して翌20年の調査で2647名，その内の本免状所有者
は905名であることが判った。
　明治23年（1890年）に獣医免許規則を改めた。そして獣医免状を受ける資格を法定した。
　（26）　明治中期の家畜伝染病
　明治16年（1883年目以後の牛，馬の伝染病は福岡，熊本，福島，山口，大分，広島，埼玉，愛知などに
炭疽が発生，又，皮鼻疽も発生しているが，後者は真性のものかどうか不明である。
　（27）　獣類伝染病予防規則発令
　当時家畜が常に密書におびやかされ，その損害が大きかったので，政府は獣医の養成と獣疫関係の規則制
定に尽力し，明治19年（1886年）に獣類伝染病予防規則を設け，牛，馬，羊，豚の伝染病たる牛疫，炭疽，
鼻疽及び皮疽，伝染性胸膜肺炎，伝染性猶口瘡（口蹄疫を云う），羊痘の予防取締りの法を定めた。
　この年農務省農務局に畜産課，獣医課を置く。又，明治29年に獣疫予防法と改め気腫疽，豚コレラ，豚
ロース，狂犬病を加え，対照畜に犬を容れた。
　（28）皮鼻疽の多発
　明治20年～24年（1887～1891年）の全国における皮鼻痘は5，000頭に達し与倉東塔，時重初熊が西洋に
発生しているBacillus：nalleiであることを確認した。但し，黒瀬定治は剖検上，これは欧州に発する靭
性皮膚病であろうとした。又，時重も後に本邦皮疽病は日本皮疽，仮性皮疽，通称「カサ」と云われ，仮性
皮疽と称すべきものと論じた。
　（29）　獣疫調査機関の新設
　明治24年（1891年）に，東京市外，滝野川町西ケ原にあった農商務省仮農事試験場の一部2室に獣疫研
究室を新設し，讃井勝毅（さぬい・しょうき）がその仕事を担当した。後に農林省獣疫調査所となり，やが
’て眼目の農林省家畜衛生試験場となる基礎を作ったのである。
　（30）　陸軍獣医学校新設
　明治26年（1893年）に東京府荏原郡目黒村にある陸軍乗馬学校内に獣医学校校舎を設け，従来の重症病
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿33一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨
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　一方，獣医大学は東京大学，北海道大学など多数の官立学校，府立，私立大学を持ち各機関によって研究
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治輔までの三門醐の獣医なる称呼は獣臨と門門　　　　　　　　 溝　又，組織の点では人の保健所法が昭和22年（1947年）に公布され保健所に多数の獣医師が就職すると共　藤藝i
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　　2．中期（明治16年～29年，335～558頁）
　　3．末期（明治30年～45年，誌9～716：頁）
　さらに，わが国の獣医技術の起源とその発展のうちで，とくに重要と思われるものについては，詳細に論
じている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一34一　　　　　　　　　繋
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　わが国獣医学の創始，起源は明らかでなく，ただ神話伝説だけで，その一端を知ることができるにすぎな
い。しかし，この時代から草根・木皮37種が薬品として家畜に，すでに用いられた。’
　はじめ人医術の治療は神秘的，かつ魔術的であったが，第19代の允恭天皇のとき，中国の影響を強くう
けた韓医法が輸入された。このなかに一部獣医術に関する書類も交っていた。すなわち，中国の医術は初め
疾医（内科医），瘍医（外科医），食医（衛生）および獣医の4種に分かれていたからである。
　しかし，ほんとの意味での獣医術は人医より，かなりおくれ第33代推古天皇のときに韓国から入り，聖
徳太子も高麗の僧恵慈について教えをうけ，馬術と馬医術とを研究して太子流の一家をなした。
　その後，桓武天皇のころ，肥後の住人平仲国が中国に留学して，馬の治療の研究を行なって帰朝し，この
教えは桑島流を生んだ。
　その後，源義家は兵馬の研究から進んで馬医の術をきわめて，これが大坪流として継承されたが，馬医は
もともと相馬と馬の治療技術とからなりたっていた。
　このように古代から徳川時代までの獣医技術の発達を系統だって調べたが，ついで西洋獣医学は愛畜，医
療と獣医療にとって歴史的に忘れることのできない人物である徳川吉宗の亭保年間，オランダの馬医ケイス
ルの来朝によって輸入され，将軍の命によってオランダ乗馬術と馬療法が広められた。
　犬医については徳川5代将軍綱吉の時代に動物愛護令の発布は，あまりにも有名で，これにともなって犬
医師の職制ができたが，綱吉の没後，動物愛護令の廃止とともに犬医師制も消滅した。そして数年後，狂犬
病の発生の記載があるが，これは，われわれの領域においては特記すべきことがらであろう。
　なお．伝染性獣疫の発生は古代のものについては全く記録がない。第109代明正天皇の寛永18年に牛疫，
天保年間に炭疽，弘化4年に鶏痘，さらに天保年間にタチ病（気腫疽），同じく馬の皮疽病も多発した。し
かし，その後（明治6～7年）流行した皮疽や鼻疽は時重らによって仮性鼻疽，仮性皮疽と診断されたこと
から，徳川時代のものも真性のものとは考えられない。このほか本論文は種々の伝染病の発生および流行と
当時行なった防疫処置についても，余すところなく報告している。
　蹄鉄術は明治6年仏国の蹄鉄土ビユースを招いて，やや本格的な蹄鉄術が輸入されたが，これ以前は幼稚
な英国式の単なる模倣にすぎなかった。さらに食肉衛生法は明治2年に築地牛馬商社内に，同4年東京府下
8ヵ所にと殺場の開設をみたのがはじめであって，これらに関連する事項は明治に入ってから発展したもの
である。
　いわゆる学校教育については明治9年駒場農学校の設立以来の教育や獣医会の変遷も，かなりくわしく論
じている。
　これを要するに本論文は日本獣医学の前期の時代を各面から考察し，系統的に論じたもので，獣医学を学
ぶものにとってだけでなく，広く歴史を考究するものの一助となるものであることを確信し，本論文は獣医
学博士の学位に衝するものであることを報告する。
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